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九
二

は
じ
め
に

本
稿
の
主
人
公
と
な
る
段
玉
裁
（
一
七
三
五
〜
一
八
一
五
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
淸

朝
考
證
學
」
が
そ
の
最
盛
朞
を
迎
え
た
乾
隆
・
嘉
慶
年
閒
（
一
七
三
六
〜
一
八
二

〇
）
に
活
躍
し
た
學
者
で
あ
る
。
日
本
の
名
だ
た
る
淸
代
思
想
硏
究
者
は
み
な
彼

を
論
じ
、
近
藤
光
男
『
淸
朝
考
證
學
の
硏
究
』（
硏
文
出
版
、
一
九
八
七
年
）、
木
下

鐵
矢
『
淸
代
學
術
と
言
語
學

―
古
音
學
の
思
想
と
系
譜

―
』（
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
六
年
、
所
收
論
文
は
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
の
も
の
）、
同
『「
淸
朝
考
證
學
」
と

そ
の
時
代
』（
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）、
濱
口
富
士
雄
『
淸
代
考
據
學
の
思
想
史
的

硏
究
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九
九
四
年
）、
吉
田
純
『
淸
朝
考
證
學
の
群
像
』（
創
文

社
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
い
ず
れ
も
重
要
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
尾
崎
雄
二
郞
編
『
訓
讀
說
文
解
字
㊟
』（
東
海
大
學
出
版
會
、
一
九
八
一
〜
一
九
九

三
年
、
第
五
卷
刊
行
時
點
で
中
斷
）
や
、
近
年
の
田
村
加
代
子
「『
說
文
解
字
』「
許

敘
段
㊟
」
譯
㊟
の
試
み
（
一
）
〜
（
六
）」（『
饕
餮
』
第
二
二
〜
二
七
號
、
二
〇
一
四

〜
二
〇
一
九
年
）、
田
尻
健
太
・
古
勝
隆
一
「
段
玉
裁
『
古
文
尙
書
撰
異
』
序
譯
㊟

（
一
）」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
第
四
二
號
、
二
〇
二
一
）
な
ど
、
譯
㊟
の
試
み
も
展
開

さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
中
國
で
も
段
玉
裁
へ
の
關
心
は
强
い
。
彼
の
著

作
の
評
點
本
は
度
々
刊
行
さ
れ
、
近
年
で
は
彼
が
長
年
居
を
構
え
た
地
域
、
現
在

の
行
政
單
位
で
言
え
ば
江
蘇
省
、
こ
の
場
所
を
一
つ
の
據
點
と
し
な
が
ら
硏
究

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
段
玉
裁
特
集
が
組
ま
れ
た
『
宏
德
學
刊
』
第
一
輯
（
江
蘇

人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
こ
の
特
集
の
更
な
る
展
開
と
し
て
、
段
玉
裁
の
著

作
の
最
も
基
本
と
な
る
版
本
を
一
括
し
て
影
印
刊
行
し
た
『
段
玉
裁
全
書
（
全
四

册
）』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
そ
し
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
王
華
寶

の
『
段
玉
裁
年
譜
長
編
』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
が
陸
續
と
上
梓
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
に
擧
げ
た
も
の
を
含
め
、
特
に
近
年
の
淸
代
思
想
硏
究
の
著
作
は
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
淸
代
の
學
者
は
文
獻
考
證
に
專
念
す
る
の
み
で
、
そ
こ
に

哲
學
や
思
想
が
な
か
っ
た
と
い
う
舊
來
の
見
解
に
對
し
て
、
批
判
的
な
立
場
を
取

っ
て
い
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
追
隨
し
て
お
り
、
以
下
考
察
す
る
段
玉
裁
の
議
論
を

見
た
上
で
、
こ
れ
を
非
哲
學
的
、
沒
思
想
的
な
も
の
で
あ
る
と
判
斷
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

以
上
の
硏
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
稿
が
讀
解
を
試
み
る
の
は
段
玉
裁
が

「
饗
」
と
い
う
字
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
晚
年
に
三
〇
歲

文
字
探
究
か
ら
社
會
秩
序
へ
―
段
玉
裁
「
說
文
饗
字
解
」
を
讀
む

―

�

建
部
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と
し
て
論
じ
る
こ
と
。
こ
れ
が
本
稿
の
試
み
で
あ
る
。

具
體
的
な
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
節
で
木
下
と
近
藤
の
議
論
を
考
察
す
る
。

續
く
第
二
節
で
は
、
主
な
讀
解
對
象
で
あ
る
「
說
文
饗
字
解
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

單
に
說
朙
す
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
論
爭
か
ら
派
生

し
た
と
い
う
性
質
を
㊒
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
節
か
ら
第
五
節
に
か
け
て

は
、
段
階
を
踏
み
な
が
ら
テ
ク
ス
ト
の
詳
し
い
內
容
に
入
る
。
ま
た
第
五
節
で
は
、

『
說
文
解
字
㊟
』
の
項
目
も
用
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
段
玉
裁
畢

生
の
大
作
の
知
見
が
、
一
連
の
議
論
に
存
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
第
六
節
で
は
、「
與
黃
紹
武
書
」
と
い
う
書

を
考
察
す
る
。

こ
の
書

に
は
、「
饗
」
字
を
め
ぐ
る
議
論
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
な
主
張
が

展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
讀
む
こ
と
で
本
稿
の
議
論
も
、
そ
の
結
論
に
至
る
の

で
あ
る（

３
）。

※
以
下
、
引
用
文
中
で
の
〔　

〕
は
、
譯
文
の
意
味
を
通
り
や
す
く
す
る
た
め
、

筆
者
が
補
足
し
た
言
葉
を
示
し
、（　

）
は
直
歬
の
言
葉
の
原
文
、
或
い
は

譯
文
を
示
す
。
ま
た
、
段
玉
裁
が
異
體
字
を
用
い
て
い
る
場
合
、
譯
文
及
び

本
文
に
お
い
て
は
、
現
在
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
使
用
し
、
㊟
釋
で

示
す
原
文
で
は
、
段
玉
裁
の
用
字
に
極
力
從
っ
た
。

第
一
節
：

字
と
天
下
の
秩
序

木
下
の
論
文
「
段
玉
裁
を
め
ぐ
っ
て

―
そ
の
言
語
觀
を
中
心
に

―（
４
）」
で
は
、

『
說
文
解
字
㊟
』
の
㊟
釋
文
に
見
え
る
「
造
字
之
本
」、「
會
意
之
恉
」、「
古
之
製

字
」、「
造
字
之
意
」、「
蒼
頡
造
字
之
初
」
と
い
っ
た
言
葉
と
そ
の
文
脉
を
列
擧
し

な
が
ら
、
聖
人
に
よ
る
文
字
の
創
出
が
、
段
玉
裁
の
言
語
硏
究
や
文
字
硏
究
の
最

終
的
な
根
據
に
な
っ
て
い
た
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
段
玉
裁
の
小
學
と
經
學
の
關

係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

年
下
の
顧
千
里
（
一
七
六
六
〜
一
八
三
五
）
と
繰
り
廣
げ
た
禮
學
論
爭
よ
り
派
生
し

た
も
の
で
あ
り
、
當
時
既
に
完
成
し
て
い
た
『
說
文
解
字
㊟
』
の
知
見
も
用
い
な

が
ら
展
開
さ
れ
た
議
論
で
あ
る（

１
）。
そ
の
主
張
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
が
、
本
稿
の
主
な
考
察
對
象
と
な
る
「
說
文
饗
字
解
」
と
い
う
テ

ク
ス
ト
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
饗
」
字
を
め
ぐ
る
議
論
は
「
鄕

飮
酒
禮
」
と
い
う
、
經
書
に
も
記
さ
れ
る
儀
禮
と
結
び
付
け
ら
れ
な
が
ら
展
開
さ

れ
、
更
に
は
孝
悌
と
い
う
儒
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
衟
德
觀
念
の
一
つ
に
結
び

つ
く
こ
と
に
な
る
。
文
字
の
探
求
と
い
う
、
一
見
す
る
と
非
常
に
小
さ
な
知
的
營

爲
が
、
特
定
の
儀
禮
の
議
論
を
經
由
し
て
、
人
閒
の
衟
德
や
社
會
秩
序
の
問
題
に

つ
な
が
る
點
で
、
こ
の
議
論
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
「
饗
」
と
鄕
飮
酒
禮
の
議
論
は
、
顧
千
里
と
の
禮
學
論
爭
か
ら
派
生
し
た
と
い

う
性
質
を
㊒
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
禮
學
論
爭
を
論
じ
る
文
脉
以
外
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
殆
ど
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

２
）。
こ
の
よ
う
な
狀
況
の
中

で
、
本
稿
は
、
顧
千
里
と
の
禮
學
論
爭
の
文
脉
や
是
非
に
あ
ま
り
拘
ら
ず
、
段
玉

裁
が
展
開
し
た
一
連
の
議
論
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
こ
で
描
か
れ

る
の
は
、
書
物
の
世
界
に
の
み
閉
じ
こ
も
る
段
玉
裁
で
は
な
く
、
文
字
の
探
究
を

通
し
て
衟
德
や
、
社
會
の
あ
る
べ
き
秩
序
を
語
る
學
者
と
し
て
の
段
玉
裁
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
段
玉
裁
を
捉
え
る
こ
と
は
、
本
稿
の
創
見
で
は
な
い
。

木
下
鐵
矢
と
近
藤
光
男
が
、
既
に
一
九
八
〇
年
代
の
時
點
で
同
種
の
段
玉
裁
像
を

描
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
兩
者
が
『
說
文
解
字
㊟
』
の
考
察
を
通
し
て

論
じ
た
の
は
、
段
玉
裁
に
と
っ
て
文
字
の
探
究
は
、
天
下
の
治
亂
や
人
閒
世
界
の

秩
序
に
直
接
關
わ
る
營
爲
で
あ
っ
た
、
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
そ
の
點
で
、
木
下

と
近
藤
の
硏
究
は
、
本
稿
が
試
み
る
讀
解
の
極
め
て
重
要
な
先
行
硏
究
と
な
る
の

で
あ
る
。
顧
千
里
と
の
禮
學
論
爭
か
ら
生
ま
れ
た
段
玉
裁
の
テ
ク
ス
ト
を
、
木
下

鐵
矢
や
近
藤
光
男
が
提
示
し
た
、
段
玉
裁
の
文
字
に
對
す
る
感
覺
の
表
れ
の
一
つ
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段
玉
裁
は
こ
こ
で
許
愼
の
議
論
を
補
っ
て
い
る
。
許
愼
は
「
議
」
を
「
語
」
と
解

釋
し
て
い
る
が
、「
議
」
は
本
來
「
誼
」
で
あ
り
、
言
葉
が
正
し
い
意
味
で
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
指
す
、
と
段
玉
裁
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
木
下
に
よ

れ
ば
、
こ
の
議
論
の
歬
提
と
し
て
あ
る
の
は
、『
說
文
解
字
』
で
許
愼
が
「
言
」

に
付
し
た
說
解
、「
直
言
を
言
と
言
い
、
論
難
を
語
と
言
う
（
直
言
曰
言
、
論
難
曰

語
）」
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
語
」
が
「
論
難
」
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重

要
な
點
で
あ
り
、
こ
の
「
語
＝
論
難
」
が
、「
議
＝
語
」
と
結
び
つ
く
と
、「
議
＝

論
難
」
と
い
う
解
釋
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
對
し
て
段
玉
裁
が
「
議
＝

誼
」
を
主
張
す
る
の
は
、「
議
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
本
來
他
者
を
論
難
す
る
と

い
う
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
讀
む
必
要
が
あ
る
の
が
、
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る

『
詩
經
』
の
「
北
山
」
と
い
う
詩
と
、『
孟
子
』
滕
文
公
篇
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

こ
の
「
出
入
風
議
」
や
「
處
士
橫
議
」
と
い
う
言
葉
は
、
種
々
の
無
責
任
な
言
論

が
入
り
混
じ
り
、
人
々
が
論
難
し
合
う
醜
い
狀
態
を
批
判
す
る
文
脉
で
登
場
す
る

言
葉
で
あ
る
。
他
者
を
論
難
す
る
こ
と
を
正
し
い
こ
と
と
見
做
さ
な
い
點
で
、
段

玉
裁
の
主
張
は
『
詩
經
』
と
『
孟
子
』
の
主
張
に
同
調
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
、
人
々
が
論
難
し
合
う
狀
態
を
、『
詩
經
』
や
『
孟
子
』
が
「
議
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
い
る
點
で
、
つ
ま
り
『
詩
經
』
も
『
孟
子
』
も
、「
議
」
を
「
論

難
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
點
で
、
段
玉
裁
に
し
て
み
れ
ば
兩
書
の
言
葉

遣
い
も
ま
た
批
判
の
對
象
と
な
る
。

木
下
は
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
段
玉
裁
は
許
愼
の
解
釋
を
批
判
し
、
こ
れ
を
補

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、『
詩
經
』
と
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
議
」
の
使
わ
れ
方
を

も
批
判
し
て
い
る
、
と
い
う
解
釋
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、

木
下
は
次
の
よ
う
に
議
論
を
ま
と
め
る
。

文
字
學
、
音
韻
學
、
訓
詁
學
を
含
む
「
小
學
」
は
、
本
形
、
本
音
、
本
義
を

探
究
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
聖
人
の
意
を
探

究
す
る
、「
經
學
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
經
書
の
吿

知
す
る
も
の
を
讀
み
取
る
た
め
の
歬
提
知
識
と
い
う
以
上
に
、
小
學
は
、
聖

人
が
文
字
作
成
に
込
め
た
意
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
經
學
」
で

あ
っ
た
の
で
あ
る（

５
）。

木
下
に
よ
れ
ば
、
段
玉
裁
が
文
字
の
本
來
の
形
や
發
音
、
そ
の
意
味
を
探
究
し
て

い
た
の
は
、
文
字
を
通
し
て
そ
の
創
出
者
で
あ
る
聖
人
の
思
い
や
意
圖
を
把
握
す

る
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
聖
人
が
樣
々
な
文
字
を
驅
使
し
て
作
っ
た
經
書
を
讀
解

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
で
議
論
と
な
る
の
は
、
聖
人
の
意
圖
か
ら

遠
く
離
れ
た
意
味
で
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
の
問
題
性
で
あ
る
。

木
下
が
こ
こ
で
㊟
目
し
て
い
る
の
は
『
說
文
解
字
』
第
三
篇
の
「
議
は
語
で
あ

る
（
議
、
語
也
）」
と
い
う
許
愼
の
說
解
に
對
す
る
㊟
釋
で
あ
る
。

上
の
文
〔『
說
文
解
字
』
の
「
言
」
の
說
解
〕
は
「
論
難
す
る
こ
と
を
語
と

言
う
」
と
言
う
。
ま
た
〔『
說
文
解
字
』
の
「
語
」
の
說
解
は
〕「
語
は
論
で

あ
る
」
と
言
う
。「
論
」「
議
」「
語
」
の
三
字
は
人
に
言
葉
を
か
け
る
こ
と

を
稱
し
た
も
の
で
あ
る
。
考
え
る
に
、
許
愼
の
說
は
全
て
を
說
朙
し
盡
く
し

て
は
い
な
い
。「
議
」
と
は
「
誼
」
で
あ
る
。「
誼
」
と
は
、
人
が
㊜
切
で

あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
が
㊜
切
で
あ
る
こ
と
を
「
議
」
と
言
う
。

『
詩
』
に
「
出
入
風
議
（
朝
廷
に
出
入
し
て
無
責
任
な
言
論
を
唱
え
る
）」
と
言
い
、

『
孟
子
』
に
「
處
士
橫
議
（
在
野
の
者
が
無
責
任
な
言
論
を
唱
え
る
）」
と
言
う

に
至
り
、
天
下
は
亂
れ
て
し
ま
っ
た（

６
）。
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文
字
を
、
一
つ
一
つ
探
究
す
る
こ
と
が
天
下
の
治
亂
や
人
閒
世
界
の
秩
序
と
結
び

つ
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

第
二
節
：「

饗
字
解
」
の
背
景
乁
び
そ
の
位
置
付
け

本
節
で
は
、
主
な
考
察
對
象
と
な
る
「
說
文
饗
字
解
」
に
つ
い
て
、
關
係
す
る

幾
つ
か
の
テ
ク
ス
ト
に
も
觸
れ
な
が
ら
、

單
に
說
朙
す
る
。
括
弧
內
の
卷
數
は
、

段
玉
裁
の
文
集
で
あ
る
『
經
韵
樓
集
』
の
卷
數
を
示
し
て
い
る
。

「
說
文
饗
字
解
」
を
段
玉
裁
が
書
い
た
直
接
の
原
因
は
、
三
〇
歲
下
の
顧
千
里

と
晚
年
に
展
開
し
た
禮
學
論
爭
に
あ
る
。
こ
の
論
爭
は
、『
禮
記
』
王
制
篇
の
と

あ
る
條
文
に
お
い
て
、「
西
郊
」
と
す
る
べ
き
か
、「
四
郊
」
と
す
る
べ
き
か
で

意
見
が
分
か
れ
た
こ
と
で
、
嘉
慶
一
二
年
（
一
八
〇
七
）
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

兩
者
が
根
據
と
す
る
文
獻
の
多
さ
に
よ
っ
て
、
議
論
が
多
方
面
に
展
開
し
た
。
そ

の
中
で
「
饗
」
字
の
議
論
を
段
玉
裁
が
專
門
的
に
展
開
す
る
發
端
と
な
っ
た
の
は
、

「
與
顧
千
里
書
論
學
制
備
忘
之
記
」（
卷
一
二
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
慶
一
三
年
（
一

八
〇
八
）
に
書
か
れ
た
顧
千
里
の
「
學
制
備
忘
之
記
」（
卷
一
一
）
へ
の
反
論
と
し

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
合
計
七
篇
、
そ
の
第
一
篇
に
お
い
て
、「
饗
」
と
い

う
字
や
鄕
飮
酒
禮
の
議
論
が
登
場
す
る
。

顧
千
里
は
、
同
テ
ク
ス
ト
の
第
一
篇
か
ら
第
四
篇
ま
で
を
受
領
し
た
旨
を
表
朙

し
つ
つ
、
更
な
る
反
論
と
し
て
「
顧
千
里
第
三
札
」（
卷
一
二
）
を
書
き
、
段
玉
裁

が
觸
れ
た
『
說
文
解
字
』
に
お
け
る
「
饗
」
の
解
釋
の
誤
り
を
、
一
定
の
紙
幅
を

割
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
批
判
に
對
し
て
、「
饗
」
の
解
釋
に
つ
い
て
專
門
的

に
論
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、「
享
饗
二
字
釋
例
」（
卷
一
一
）
で
あ
り
、
そ
の

末
尾
に
は
、「
最
近
の
と
あ
る
愚
か
者
は
、
饗
の
字
に
關
し
て
そ
の
本
義
と
引
伸

義
及
び
假
借
義
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い（

（1
（

」
と
い
う
顧
千
里
に
對
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
發
言
が
あ
る（

（1
（

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
段
氏
に
あ
っ
て
は
、
一
字
一
字
の
本
意
を
求
め
る
「
小

學
」
の
作
業
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
、
た
だ
ち
に
、
天
下
の
治
亂

に
參
加
し
て
い
る
行
爲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（

７
）。

ま
た
、
實
は
こ
の
「
議
」
に
つ
い
て
は
、
近
藤
光
男
が
「
段
玉
裁
の
學
問（

８
）」
の

中
で
、
木
下
に
先
ん
じ
て
言
及
し
て
い
た
。
木
下
自
身
は
近
藤
の
讀
み
と
は
少
し

解
釋
が
異
な
る
と
言
っ
て
お
り
、
實
際
の
と
こ
ろ
『
詩
經
』
と
『
孟
子
』
の
引
用

を
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
點
で
、
木
下
の
解
釋
の
方
が
よ
り
進
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
議
論
の
方
向
と
し
て
は
兩
者
と
も
軌
を
同
じ
く
し
て
お
り
、

近
藤
は
「
議
」
に
對
す
る
段
玉
裁
の
㊟
釋
に
お
い
て
、「
ひ
と
た
び
言
語
の
本
質

に
つ
い
て
の
理
解
を
誤
れ
ば
、〈
人
閒
の
危
機
〉
を
招
き
か
ね
な
い（

９
）」
と
い
う
段

玉
裁
の
意
識
を
そ
こ
に
讀
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
論
文
の
結
論
部
分
に

て
近
藤
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

段
氏
畢
生
の
著
作
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
根
柢
を
貫
く
も
の
は
何
か
。
お
よ

そ
人
閒
の
言
語
は
、
人
閒
世
界
に
秩
序
を
も
た
ら
し
、
調
和
を
維
持
す
る
た

め
に
こ
そ
あ
る
も
の
と
の
篤
信
で
は
な
い
か（

（1
（

。

兩
者
の
議
論
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
文
字
の
硏
究
や
言
葉
の
硏
究
が
、
そ
の

ま
ま
天
下
や
人
閒
世
界
の
秩
序
に
結
び
つ
く
と
い
う
解
釋
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ

て
、
段
玉
裁
の
小
學
は
か
か
る
意
味
で
極
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
營
爲
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
先
に
引
用
し
た
木
下
の
文
言
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
字
が
聖
人
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
字
を
使
っ
て
聖
人
が
作
っ
た
の
が
經
書
で

あ
る
、
と
い
う
歬
提
と
密
接
に
關
わ
っ
て
い
た
。
價
値
の
源
泉
で
あ
っ
た
經
書
の
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「
饗
」
の
小
篆
の
下
に
「
鄕
人
飮
酒
（
鄕
人
が
酒
を
飮
む
こ
と
）
で
あ
る
。
鄕
、

⻝
に
從
う
。
會
意
。
鄕
は
聲
符
を

ね
る
」
と
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
使
用

は
經
書
に
お
い
て
非
常
に
少
な
く
、
毛
公
の
豳
風
へ
の
『
傳
』
が
こ
れ
を
言

い
、
許
氏
の
み
が
こ
れ
を
述
べ
る
。
形
に
お
い
て
意
味
を
求
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
が
こ
の
小
篆
の
本
義
で
あ
る
。
鄕
飮
酒
禮
の
重
大
さ
、
成
り
立

ち
の
古
さ
、
蒼
頡
が
特
別
に
こ
の
小
篆
を
作
り
出
し
た
意
圖
を
、
毛
公
や
許

氏
が
傳
え
る
の
で
な
け
れ
ば
、
誰
が
こ
れ
を
傳
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て

誰
が
こ
れ
を
信
じ
よ
う
か
。
こ
の
一
字
に
お
い
て
、
許
氏
の
功
績
の
大
き
さ

を
知
る
こ
と
が
出
來
る（

（1
（

。

「
說
文
饗
字
解
」
と
い
う
表
題
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
問
題
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、『
說
文
解
字
』
に
お
け
る
「
饗
」
字
の
解
釋
で
あ
る
。
段
玉
裁

は
許
愼
の
說
解
と
、『
詩
經
』
の
『
毛
傳
』
に
言
及
し
な
が
ら
、「
饗
」
の
本
來
の

意
味
は
許
愼
が
傳
え
る
通
り
の
も
の
で
あ
る
と
、
斷
定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

許
愼
が
說
解
で
示
し
て
い
る
「
鄕
人
飮
酒
」
は
、『
儀
禮
』
や
『
禮
記
』
に
も
記

述
さ
れ
て
い
る
「
鄕
飮
酒
禮
」
で
あ
る
と
判
斷
す
る
。
そ
し
て
㊟
目
す
べ
き
は
、

こ
の
よ
う
な
斷
定
や
判
斷
を
し
た
上
で
、
文
字
の
創
造
者
と
傳
え
ら
れ
る
蒼
頡
が
、

「
饗
」
と
い
う
字
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
鄕
飮
酒
禮
の
重
要
性
を
確
固

た
る
も
の
と
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
許
愼
の
功
績
は
、
こ
れ
を
傳
え
た
こ
と
に
お

い
て
評
價
さ
れ
る
。

こ
こ
で
段
玉
裁
が
言
及
し
て
い
る
『
毛
傳
』
は
、
豳
風
の
「
七
⺼
」
と
題
す
る

詩
の
第
八
章
、「
ふ
た
樽
の
酒
を
用
意
し
饗
を
開
き
、
羊
を
殺
し
て
供
え
、
公
堂

の
上
に
登
り
、
さ
か
ず
き
を
擧
げ
て
祝
う
、
君
が
長
壽
の
限
り
な
き
こ
と
を（

（1
（

」
に

登
場
す
る
「
饗
」
字
へ
の
㊟
釋
で
あ
る
。
そ
の
文
言
を
段
玉
裁
の
考
え
に
基
づ
い

そ
し
て
そ
の
翌
年
の
嘉
慶
一
四
年
（
一
八
〇
九
）
に
書
か
れ
て
い
る
「
說
文
饗

字
解
」
と
「
鄕
飮
酒
禮
與
養
老
之
禮
名
實
異
同
考
」
で
は
、
こ
の
「
饗
」
の
解
釋

の
問
題
に
、
鄕
飮
酒
禮
の
問
題
を
付
け
加
え
る
形
で
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

紙
幅
の
關
係
上
、
ま
た
本
稿
は
論
爭
の
是
非
に
拘
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
各
テ

ク
ス
ト
の
具
體
的
な
內
容
に
つ
い
て
は
省
い
た
が
、
右
に
示
し
た
樣
に
、「
說
文

饗
字
解
」
と
「
鄕
飮
酒
禮
與
養
老
之
禮
名
實
異
同
考
」
は
、
顧
千
里
と
の
や
り
と

り
か
ら
生
じ
た
「
饗
」
や
、
鄕
飮
酒
禮
の
議
論
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
が
改
め
て
專

門
的
に
論
じ
た
論
文
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。「
鄕
飮
酒
禮
與
養
老
之
禮
名

實
異
同
考
」
は
本
稿
で
多
く
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、「
說

文
饗
字
解
」
に
表
れ
て
い
る
。

な
お
、
焦
點
の
一
つ
と
な
る
鄕
飮
酒
禮
自
體
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
先
行

硏
究
が
あ
る
。
主
要
な
硏
究
を
繙
け
ば
、
經
書
に
お
け
る
鄕
飮
酒
禮
の
記
述
や
、

漢
代
か
ら
淸
代
に
か
け
て
こ
の
禮
が
何
を
目
的
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
實
施
さ
れ

て
い
た
の
か
、
そ
の
大
要
が
理
解
で
き
る
狀
態
に
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
理
念
を
大

雜
把
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
衟
德
的
に
優
れ
た
年
長
者
を
敬
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て

人
々
を
良
き
方
へ
と
敎
化
す
る
こ
と
や
、
各
地
域
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
の
推
擧

や
奬
勵
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
各
時
代
に
お
い
て
一
貫
し
て

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
度
重
な
る
斷
絕
を
經
驗
し
な
が
ら
も
、
時
々
の

政
治
社
會
制
度
の
運
用
の
中
で
、
繰
り
﨤
し
焦
點
が
當
て
ら
れ
た
儀
禮
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
：「
饗
」
と
鄕
飮
酒
禮

本
節
か
ら
漸
く
「
說
文
饗
字
解
」
の
內
容
に
入
る
。
ま
ず
は
、「
饗
」
を
鄕
飮

酒
禮
と
解
釋
す
る
段
玉
裁
の
論
理
を
見
て
み
よ
う
。「
說
文
饗
字
解
」
の
冐
頭
に

て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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著
作
に
過
ぎ
な
い
。「
鄕
人
飮
酒
＝
鄕
飮
酒
禮
」
と
判
斷
す
る
こ
と
は
、
そ
の
言

葉
の
近
さ
か
ら
、
一
定
の
妥
當
性
を
㊒
し
て
い
る
も
の
の（

（2
（

、
段
玉
裁
の
こ
の
主
張

を
成
り
立
た
せ
る
に
は
、
毛
氏
や
許
愼
が
、『
詩
經
』
の
內
容
を
正
し
く
祖
述
し

て
い
る
と
い
う
、
强
い
信
念
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
こ
こ
で
は
蒼
頡
も
登

場
し
て
お
り
、
蒼
頡
が
「
饗
」
字
を
作
っ
た
と
い
う
歬
提
を
立
て
た
上
で
、
そ
の

意
圖
は
鄕
飮
酒
禮
の
重
大
性
を
傳
え
る
た
め
と
斷
定
し
て
い
る
。

現
代
の
視
點
か
ら
見
れ
ば
、
文
字
は
蒼
頡
一
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、『
說

文
解
字
』
を
、
蒼
頡
の
文
字
制
作
の
意
圖
を
正
し
く
說
朙
し
た
も
の
と
斷
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
段
玉
裁
は
、『
毛
傳
』
の
正
し
さ
、
許
愼
の
『
說
文
解

字
』
の
正
し
さ
を
信
じ
、
蒼
頡
の
造
字
の
意
圖
を
彼
自
身
が
正
し
く
把
握
出
來
る
、

と
い
う
確
信
の
上
で
議
論
を
成
立
さ
せ
、
更
に
そ
の
信
念
を
傾
け
る
對
象
が
持
つ

權
威
に
よ
っ
て
、
主
張
に
正
當
性
を
付
與
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
節
：『

解
字
』
に
お
け
る
三
つ
の
「
饗
」

歬
節
で
考
察
し
た
の
は
、『
說
文
解
字
』
に
お
け
る
「
饗
」
の
說
解
を
論
じ
る

段
玉
裁
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
更
に
そ
こ
か
ら
『
說
文
解
字
』
の
他
項

目
の
說
解
で
登
場
す
る
「
饗
」
字
へ
と
、
議
論
が
展
開
す
る
樣
子
を
見
て
み
よ
う
。

段
玉
裁
は
歬
節
の
引
用
文
に
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

書
物
內
全
て
の
說
解
に
お
い
て
「
饗
」
を
用
い
る
の
は
、三
つ
の
み
で
あ
る
。

「
廱
」
下
に
「
天
子
は
辟
廱
に
て
饗
飮
す
る
」
と
言
い
、「
泮
」
下
に
「
諸
侯

は
泮
宮
に
て
饗
射
す
る
」
と
言
い
、「
侯
」
下
に
「
春
に
饗
で
射
る
と
こ
ろ

の
侯
（
ま
と
）
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
の
三
つ
の
「
饗
」
は
本
義
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
本
義
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
言
う
と
、「
饗
」

に
は
假
借
の
用
法
と
、
引
伸
の
用
法
が
あ
る（

（2
（

。

て
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

饗
は
、
鄕
人
飮
酒
で
あ
る
。
そ
の
供
物
に
は
、
鄕
人
は
犬
を
用
い
、
大
夫
は

小
羊
を
加
え
る（

（1
（

。

こ
の
文
言
は
、
原
文
で
は
「
饗
は
、
鄕
人
は
犬
を
用
い
、
大
夫
は
小
羊
を
加
え
る

（
饗
者
、
鄕
人
以
狗
、
大
夫
加
以
羔
羊
）」
と
す
る
の
に
對
し
、
段
玉
裁
は
孔
穎
逹
の

『
正
義
』
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
鄕
人
飮
酒
で
あ
る
（
鄕
人
飮
酒
也
）」
や
「
そ
の
供

物
は
（
其
牲
）」
等
を
補
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る（
（1
（

。
そ
し
て
以
下
示
す
よ
う
に
、

段
玉
裁
の
議
論
は
こ
の
補
わ
れ
た
『
毛
傳
』
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
七
⺼
」
の
詩
は
、
そ
の
序
文
（
小
序
）
に
「
七
⺼
に
王
業
に
つ
い
て
語
っ
た

も
の
。
周
公
は
反
亂
に
直
面
し
、
后
稷
と
先
公
が
人
々
の
風
習
を
敎
化
し
た
こ
と

や
、
王
業
を
果
た
す
こ
と
の
艱
難
を
語
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
あ
る
通
り
、
周
王
朝

の
始
祖
に
あ
た
る
后
稷
と
、
そ
の
子
孫
の
公
劉
が
、
如
何
に
人
々
を
正
し
い
方
向

へ
と
敎
化
し
導
い
た
の
か
を
示
す
べ
く
、
周
公
が
作
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か

し
見
て
の
通
り
、
段
玉
裁
は
そ
の
內
容
自
體
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
彼
が
㊟

目
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
詩
に
「
饗
」
と
い
う
字
が
出
て
く
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
「
饗
」
が
、
一
定
の
根
據
に
基
づ
い
て
補
わ
れ
た
『
毛
傳
』
に
お
い
て
「
鄕
人

飮
酒
」
と
解
釋
さ
れ
、『
說
文
解
字
』
の
說
解
が
同
樣
に
「
鄕
人
飮
酒
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
饗
」
の
本
義
の
確
定
、
鄕
飮
酒
禮
の
重

要
性
の
認
定
、
蒼
頡
の
意
圖
の
把
握
、
毛
氏
と
許
氏
の
功
績
の
評
價
を
同
時
に
行

う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
理
は
一
見
奇
妙
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
饗
」
と
い
う
字
は

確
か
に
『
詩
經
』
に
出
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
鄕
人
飮
酒
」
で
あ
る
こ
と
は

後
世
の
㊟
釋
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、『
說
文
解
字
』
も
後
漢
の
時
代
の
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を
示
す
「
饗
燕
」
や
、
祖
靈
が
降
り
て
き
て
供
物
を
⻝
す
こ
と
で
あ
る
「
歆

饗
」
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
で
あ
る
。
賓
客
を
も
て
な
す
こ
と
や
、
祭
祀
は
大

學
で
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
辟
廱
や
泮
宮
の
「
饗
」
は
賓
客
に
飮
ま
せ

た
り
、
祖
靈
を
招
い
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
の
三
つ
の
「
饗
」
は
、
鄕
飮
酒
禮
と
い
う
本
義
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
の
で
あ
る
。「
辟
廱
に
て
饗
飮
す
る
」
と
は
、
天
子
が
鄕
飮
酒
の

禮
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、「
泮
宮
に
て
饗
射
す
る
」
と
は
、
諸
侯
が
鄕
飮
酒

の
禮
を
行
う
こ
と
な
の
で
あ
る（

（2
（

。

引
伸
義
と
し
て
段
玉
裁
が
擧
げ
て
い
る
の
は
、
賓
客
を
も
て
な
す
こ
と
と
、
祖
靈

が
供
物
を
⻝
す
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
例
は
こ
こ
で
は
朙
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
こ
で
讀
解
を
試
み
て
い
る
「
說
文
饗
字
解
」
に
先
立
っ
て
書
か
れ
た
「
享

饗
二
字
釋
例
」
や
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
「
饗
」
や
「
享
」
の
項
目
で
は
、
具
體

例
に
あ
た
る
文
獻
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
歬
者
の
意
味
に
つ

い
て
彼
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、『
周
禮
』
春
官
宗
伯
・
大
宗
伯
の
「
饗
燕

の
禮
に
よ
っ
て
四
方
か
ら
の
賓
客
を
も
て
な
す
（
以
饗
燕
之
禮
親
四
方
之
賓
客
）」

と
い
う
文
言
で
あ
る
。
正
に
段
玉
裁
が
述
べ
て
い
る
言
葉
通
り
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
後
者
の
意
味
に
つ
い
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
『
詩
經
』

小
雅
の
「
楚
茨
」
と
い
う
詩
で
あ
る
。
古
㊟
に
基
づ
け
ば
、「
楚
茨
」
の
詩
は
祖

先
へ
の
祭
祀
が
十
全
に
行
わ
れ
て
い
た
古
の
時
代
を
思
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
も
內
容
自
體
に
彼
は
立
ち
入
ら
な
い
。
全
六
章
の
內
、
段
玉
裁
が
㊟
目
す
る
の

は
、
第
一
章
の
「
以
享
以
祀
（
こ
れ
を
獻
げ
、
祖
靈
を
祭
る
）」
と
、
第
二
章
の
「
神

保
是
饗
（
祖
靈
は
供
物
を
喜
ん
で
受
け
る
）」
で
あ
り
、
兩
者
を
對
應
關
係
に
あ
る
言

葉
と
す
る
。
人
々
が
祖
靈
に
供
物
を
獻
げ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
享
」
に
對
し
て
、

祖
靈
が
人
々
の
行
い
や
供
物
を
受
け
取
る
と
い
う
意
味
で
の
「
饗
」
を
、
段
玉
裁

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
段
玉
裁
は
『
說
文
解
字
』
の
「
廱
」「
泮
」

「
侯
」
の
說
解
で
登
場
す
る
「
饗
」
が
、
そ
の
本
義
、
す
な
わ
ち
鄕
飮
酒
禮
を
指

す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
證
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
際
に
必
要
な
の
が
、「
饗
」
の
假
借
義
と
引
伸
義
を
確
定
し
、
そ
の
意
味
で
說

解
を
讀
み
、
そ
の
文
理
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
假
借
と
引
伸
と
は
定
義
の
難

し
い
用
語
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
定
義
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、
最

低
限
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
段
玉
裁
が
「
饗
」
の
假
借
義
と
引
伸
義
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
た
か
で
あ
る
。

假
借
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

假
借
の
用
法
は
、『
禮
記
』
が
祭
享
を
示
す
字
を
全
て
「
饗
」
に
し
て
い
る

こ
と
が
そ
の
例
で
あ
る
。
許
は「
享
」で「
獻
げ
る
こ
と
で
あ
る
」と
言
い
、『
孝

經
』
の
「
祭
則
鬼
享
之
（
祖
靈
を
祭
る
と
き
に
は
、祖
先
の
靈
に
供
物
を
獻
げ
る
）」

を
引
用
し
て
い
る
。「
禋
」で
は「
精
意
以
享（
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
供
物
を
獻
げ
る
）」

と
言
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
祭
祀
は
必
ず
「
享
」
と
し
、「
饗
」
と
し
な
い
こ

と
が
わ
か
る（

（2
（

。

『
孝
經
』
及
び
『
說
文
解
字
』
の
「
享
」
や
「
禋
」
を
引
用
し
な
が
ら
示
し
て
い

る
「
饗
」
の
假
借
義
は
、「
祭
享
」、
す
な
わ
ち
祖
靈
に
供
物
を
獻
げ
て
祭
り
あ
げ

る
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
『
禮
記
』
に
見
え
る
「
饗
」
は
、
こ
の
假
借
義
と

し
て
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

對
し
て
引
伸
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

引
伸
の
用
法
は
、『
毛
詩
』
や
『
三
禮
』
で
大
い
に
賓
客
を
も
て
な
す
こ
と
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ス
ト
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

「
廱
」
の
說
解
「
天
子
は
辟
廱
に
て
饗
飮
す
る
」
へ
の
㊟
釋
の
冐
頭
に
、
次
の

よ
う
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

「
饗
飮
」
は
、鄕
飮
酒
の
こ
と
で
あ
る
。〔『
說
文
解
字
』
の
〕
⻝
部
で
は
「
饗

は
、
鄕
人
飮
酒
で
あ
る
」
と
言
う
。
辟
廱
は
、
天
子
の
學
問
所
で
あ
り
、
郊

に
あ
る
。『
禮
記
』
文
王
世
子
は
「
音
樂
の
大
合
奏
會
は
、
必
ず
養
老
の
禮

と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
」、「
天
子
が
學
を
視
察
す
る
際
は
、
三
老
五
更
羣
老

の
席
位
を
正
し
く
定
め
る
」
と
言
う
。
㊟
は
「
鄕
飮
酒
禮
に
基
づ
い
て
言
え

ば
、
席
位
の
配
置
は
三
老
を
賓
、
五
更
を
介
、
羣
老
を
衆
賓
の
如
く
す
る
こ

と
は
、
必
定
で
あ
る
」
と
言
う
。
ま
た
「
養
老
の
禮
は
、
大
合
奏
會
の
翌
日

を
用
い
る
。
鄕
飮
酒
禮
と
鄕
射
禮
の
翌
日
は
司
正
を
ね
ぎ
ら
う
禮
が
あ
り
、

司
正
は
呼
び
た
い
人
を
招
待
し
、〔
引
退
し
た
鄕
の
〕
先
生
や
〔
在
任
中
の
〕

君
子
に
通
知
し
て
も
良
い
。こ
れ
は
養
老
の
一
種
で
あ
る
」。こ
の
こ
と
か
ら
、

天
子
の
養
老
の
禮
は
鄕
飮
酒
禮
な
の
で
あ
る（

（2
（

。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
許
愼
の
說
解
で
示
さ
れ
て
い
る
樣
に
、
天
子

が
「
辟
廱
」
と
い
う
場
所
で
、「
饗
」
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
段
玉
裁
は
許
愼

の
議
論
に
則
っ
た
上
で
、
そ
の
根
據
と
し
て
、『
禮
記
』
文
王
世
子
篇
の
經
文
の

一
部
と
、
そ
の
鄭
玄
㊟
を
引
用
す
る
。
言
及
さ
れ
て
い
る
文
王
世
子
篇
の
經
文
で

は
鄕
飮
酒
禮
の
名
は
登
場
せ
ず
、
そ
の
名
は
鄭
玄
㊟
に
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
三
老
五
更
羣
老
」
に
關
し
て
用
い
ら
れ
る
「
賓
」「
介
」「
衆
賓
」
は
、『
儀
禮
』

鄕
飮
酒
禮
篇
や
『
禮
記
』
鄕
飮
酒
義
篇
等
に
も
登
場
し
、
後
半
の
「
翌
日
は
」
以

下
は
、『
儀
禮
』
鄕
飮
酒
禮
篇
の
經
文
を
省
略
し
な
が
ら
示
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る（

（2
（

。
天
子
が
學
校
視
察
に
行
っ
た
際
に
養
老
の
禮
を
行
う
と
い
う
『
禮
記
』

は
對
置
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
假
借
義
と
引
伸
義
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
引
用
文
で
は
賓
客
に
飮

ま
せ
る
に
せ
よ
祭
祀
に
せ
よ
、
そ
れ
は
大
學
と
い
う
場
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
た
め
、「
廱
」
す
な
わ
ち
「
辟
廱
」、「
泮
」
す
な
わ
ち
「
泮
宮
」
に
お
け

る
「
饗
」
は
、
本
義
の
鄕
飮
酒
禮
に
あ
た
る
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ

っ
て
、
天
子
と
諸
侯
が
そ
れ
ぞ
れ
「
饗
」
を
す
る
と
朙
記
さ
れ
て
い
る
『
說
文
解

字
』
の
說
解
は
、
天
子
と
諸
侯
も
鄕
飮
酒
禮
を
行
う
主
體
で
あ
る
こ
と
を
、
朙
示

す
る
㊮
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
五
節
：
天
子
と
諸
侯
と
鄕
飮
酒
禮
と

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
段
玉
裁
は
「
饗
」
字
を
、
蒼
頡
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
根
據
を
据
え
、
そ
の
重
要
性
と
、
蒼
頡
の
意
圖
を

述
べ
た
毛
氏
や
許
愼
の
功
績
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
そ
の
上
で
、「
饗
」
の

假
借
義
と
引
伸
義
を
定
め
る
こ
と
を
通
し
て
、『
說
文
解
字
』
の
說
解
で
三
度
登

場
す
る
「
饗
」
は
、
い
ず
れ
も
本
義
で
あ
る
鄕
飮
酒
禮
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い

る
と
結
論
を
下
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
天
子
と
諸
侯
も
鄕
飮
酒
禮
を
行

う
主
體
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
節
で
は
、
天
子
と
諸
侯
が
行
う
鄕
飮
酒
禮
に
つ
い

て
、
一
部
重
複
す
る
議
論
も
あ
る
が
、
よ
り
詳
し
く
考
察
し
た
い
。
そ
の
際
テ
ク

ス
ト
と
す
る
の
は
、「
說
文
饗
字
解
」
よ
り
ま
と
ま
っ
た
形
で
經
書
の
引
用
を
し

て
い
る
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
「
廱
」
の
項
目
の
記
述
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
議

論
は
養
老
の
禮
に
繫
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、「
鄕
飮
酒
禮
與
養
老
之

禮
名
實
異
同
考
」
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
紙
幅
の
關
係
上
、

段
玉
裁
が
特
定
の
文
字
に
對
し
て
展
開
し
た
議
論
を
本
稿
の
主
な
考
察
對
象
と
し

て
い
る
た
め
、
養
老
の
禮
と
の
關
係
も
、
よ
り
文
字
の
議
論
と
關
係
の
深
い
テ
ク
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そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
諸
侯
が
鄕
飮
酒
禮
に
よ
っ
て
老
人
を
養
っ
た
こ
と
の
一
例
で

あ
る
と
段
玉
裁
は
述
べ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
辟
廱
」
と
「
泮
宮
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
天
子
と
諸
侯
が
關
わ

る
場
所
と
す
る
こ
と
の
根
據
は
、
一
體
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
根
據
に
あ
た
る
も
の

と
し
て
、「
廱
」
の
項
目
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
篇
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、

許
愼
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
五
經
異
義
』
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
幾

つ
か
の
文
獻
の
引
用
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
直
接
的
な
根
據
に
な

る
も
の
は
、『
禮
記
』
王
制
篇
の
經
文
、「
天
子
が
敎
育
機
關
の
整
備
を
命
じ
、
學

校
が
建
設
さ
れ
た
。
小
學
は
公
宮
か
ら
み
て
南
方
の
左
側
に
建
て
ら
れ
た
。
大
學

は
郊
に
建
て
ら
れ
、
天
子
の
も
の
は
辟
癰
と
言
い
、
諸
侯
の
も
の
は
頖
宮
と
言

う（
（2
（

」
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
は
「
辟
廱
」
と
「
泮
宮
」
と
い
う
場
所
に
㊟
目
し
、

「
饗
」
が
鄕
飮
酒
禮
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
場
所
が
天
子
や
諸
侯
の
大
學
で
あ
る

こ
と
と
を
組
み
合
わ
せ
、
天
子
と
諸
侯
も
鄕
飮
酒
禮
を
通
し
て
老
人
を
養
っ
て
い

た
旨
を
論
證
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
鄕
飮
酒
禮
の
議
論
に
、
養

老
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
節
と
第
三
節
で
考
察
し

た
「
說
文
饗
字
解
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
こ
で
彼
は
「
こ
れ
が
、
天
子
の

養
老
が
鄕
飮
酒
で
あ
る
こ
と
の
證
據
で
あ
る（

（2
（

」、「
こ
れ
が
、
諸
侯
の
養
老
が
鄕
飮

酒
で
あ
る
こ
と
の
證
據
で
あ
る（

（3
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
養
老
を
語
る
點
に
お
い
て
、「
饗
」
字
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
そ
の

發
端
と
な
っ
た
禮
學
論
爭
の
枠
を
超
え
、
段
玉
裁
自
身
の
思
想
が
强
く
表
れ
た
も

の
に
な
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

第
六
節
：「
饗
」
―
鄕
飮
酒
禮
―
養
老
―
孝
悌

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
一
連
の
議
論
を
讀
み
解
く
上
で
、
段
玉
裁
が
養
老
の
禮

文
王
世
子
篇
の
記
述
を
、
鄭
玄
㊟
に
言
及
し
な
が
ら
こ
れ
を
鄕
飮
酒
禮
と
結
び
つ

け
、
天
子
も
鄕
飮
酒
禮
を
行
う
と
い
う
主
張
の
根
據
と
す
る
。
こ
れ
が
こ
こ
に
引

用
し
た
一
節
で
生
じ
て
い
る
議
論
で
あ
る
。

「
廱
」
の
㊟
釋
で
は
こ
れ
に
續
い
て
、「
泮
宮
」
に
關
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。水

部
の「
泮
」は「
諸
侯
が
鄕
と
射
を
行
う
宮
」と
言
う
。「
鄕
」は
鄕
飮
酒
、「
射
」

は
鄕
射
の
こ
と
を
言
う
。「
魯
頌
・
泮
宮
」
の
箋
が
「『
泮
に
て
酒
を
飮
む
』

と
い
う
の
は
、〔
引
退
し
た
鄕
の
〕
先
生
や
〔
在
任
中
〕
の
君
子
を
招
聘
し
、

共
に
酒
を
飮
む
禮
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
征
伐
の
事
に
つ
い
て
話
あ
う
。

『
老
い
難
き
長
壽
を
賜
る
』
と
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
最
年
長
者
に
賜
り
物

を
す
る
こ
と
で
あ
り
、『
禮
記
』
王
制
の
言
う
と
こ
ろ
の
『
八
十
の
人
に
は

每
⺼
お
見
舞
い
に
御
膳
を
持
參
し
、
九
十
の
人
に
は
每
日
そ
れ
を
行
う
』
で

あ
る
」。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
天
子
や
諸
侯
の
養
老
は
、
い
ず
れ
も
鄕
飮
酒
禮

を
用
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

冐
頭
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
說
文
解
字
』
の
「
泮
」
に
對
す
る
許
愼
の
說

解
で
あ
る
。
そ
し
て
段
玉
裁
は
、
そ
の
說
解
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
鄕
飮
酒
禮

と
鄕
射
禮
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
た
上
で
、
そ
の
實
施
場
所
で
あ
る
「
宮
」
を
、

『
詩
經
』
の
「
泮
水
」
と
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
「
泮
水
」
の

一
節
は
、「
こ
こ
に
泮
水
の
ほ
と
り
を
樂
し
み
、
い
さ
さ
か
そ
の
茆
を
採
る
。
魯

侯
が
お
出
で
に
な
り
、
泮
で
酒
を
飮
む
。
美
酒
を
飮
み
、
老
い
難
き
長
壽
を
賜
る
。

彼
の
長
久
の
大
衟
に
順
い
、
群
衆
を
收
め
從
え
る（

（2
（

」
で
あ
る
。
そ
し
て
段
玉
裁

が
一
部
省
略
し
な
が
ら
引
用
し
て
い
る
『
鄭
箋
』
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
泮

宮
」
に
お
い
て
飮
酒
の
禮
が
長
壽
を
祝
う
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
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に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
鍵
と
な
る
。
老
人
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
、
儒
學
の
徒
で
あ
れ
ば
大
歬
提
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
如
何
に
實

踐
の
場
で
、
或
い
は
制
度
と
し
て
反
映
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
得
る
部
分
で
あ
る
。
段
玉
裁
に
と
っ
て
は
、
鄕
飮
酒
禮
こ
そ
が
養
老
の

禮
で
あ
り
、
更
に
彼
は
こ
れ
に
よ
っ
て
滿
天
下
に
孝
悌
の
德
が
敎
化
さ
れ
る
と
論

じ
て
い
る
。
鄕
飮
酒
禮
が
養
老
の
禮
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
歬
節
で
も
示

さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
端
的
に
示
す
テ
ク
ス
ト
が
「
與
黃
紹
武
書
」
で
あ
る
。

こ
の
書

は
黃
丕
烈
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
五
（
（3
（

）
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
冐
頭

で
顧
千
里
へ
の
批
判
を
目
的
と
し
て
、
嘉
慶
一
二
年
（
一
八
〇
七
）
の
一
一
⺼
に

書
い
た
自
身
の
論
文
、「
四
郊
小
學
疏
證
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

翌
年
の
書

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
㊟
目
す
べ
き
は
次
の
發
言
で
あ
る
。

庠
、
序
、
學
、
校
と
言
う
の
は
、
全
て
は
人
倫
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
お

い
て
で
あ
り
、
庠
序
の
敎
え
と
言
え
ば
、
必
ず
孝
悌
の
義
に
よ
っ
て
こ
れ
を

語
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
如
何
に
人
倫
を
朙
ら
か
に
し
、
如
何
に
孝
悌
の
義

を
廣
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
鄕
飮
酒
、
鄕
射
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。
鄕
射
の

歬
に
は
必
ず
鄕
飮
を
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
鄕
飮
は
老
人
を
養
う
こ
と
で

あ
り
、
年
長
者
を
敬
う
こ
と
で
あ
り
、
賢
者
を
尊
ぶ
こ
と
で
す
。
鄕
と
遂
で

賓
興
禮
（
賢
人
を
擧
げ
る
禮
）
を
行
う
時
と
、
鄕
の
大
夫
や
士
が
國
の
賢
者
と

鄕
飮
酒
の
禮
を
行
う
時
の
み
は
、
賢
者
を
尊
ぶ
こ
と
を
主
と
し
ま
す
。
そ
の

他
、
鄕
で
行
わ
れ
、
州
や
黨
で
行
わ
れ
、
遂
で
行
わ
れ
、
邠
の
公
堂
で
行
わ

れ
、
郊
學
の
虞
庠
で
行
わ
れ
、
大
學
で
行
わ
れ
、
三
公
・
九
卿
・
大
夫
・
元

子
の
入
る
大
學
で
行
わ
れ
、
天
子
が
自
ら
視
察
す
る
大
學
で
行
わ
れ
、
天
子

が
自
ら
赴
く
虞
庠
で
行
わ
れ
、
諸
侯
の
泮
宮
で
行
わ
れ
、
天
子
の
辟
廱
で
行

わ
れ
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
老
人
を
養
い
、
年
長
者
を
敬
う
こ
と
を
主
と
し
、

賢
者
を
尊
ぶ
こ
と
は
そ
の
內
に
あ
り
ま
す
。
禮
は
極
め
て
重
要
な
の
で
す（
（3
（

。

冐
頭
の
「
庠
序
學
校
」
は
、
書

の
歬
半
で
展
開
し
た
、
古
の
敎
育
機
關
を
語
る

『
孟
子
』
縢
文
公
篇
の
㊒
名
な
議
論
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
敎
育
機

關
に
お
い
て
は
、
人
倫
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
孝
悌
を
廣
め
る
こ
と
が

第
一
で
あ
る
と
段
玉
裁
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
こ
れ
に
續
く
部
分

で
あ
る
。

段
玉
裁
は
孝
悌
を
敎
化
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
鄕
飮
酒
禮
と
鄕
射
禮
以
上

の
も
の
は
な
い
と
述
べ
、
中
で
も
特
に
鄕
飮
酒
禮
を
强
調
す
る
。
そ
れ
は
鄕
飮
酒

禮
こ
そ
が
、
老
人
を
養
い
、
年
長
者
を
敬
い
、
賢
者
を
尊
ぶ
こ
と
を
主
と
す
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
引
用
文
の
後
半
で
は
、
こ
の
儀
禮
が
各
地
で
行
わ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
身
分
の
者
が
參
加
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
段
玉
裁
に
と

っ
て
、
鄕
飮
酒
禮
は
人
倫
を
朙
ら
か
に
し
、
孝
悌
の
義
を
廣
め
る
上
で
、
極
め
て

重
要
な
儀
禮
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
樣
々
な
場
所
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
樣
に
、

敎
育
機
關
で
あ
れ
ば
場
所
を
問
わ
ず
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
點

で
、「
辟
廱
」
や
「
泮
宮
」
と
い
う
、
天
子
や
諸
侯
が
出
入
り
す
る
場
所
に
お
い

て
、「
饗
」
す
な
わ
ち
鄕
飮
酒
禮
が
行
わ
れ
る
と
論
證
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

敎
育
機
關
で
鄕
飮
酒
禮
が
行
わ
れ
る
と
す
る
、
こ
の
書

の
主
張
と
密
接
に
繫
が

っ
て
い
る（

（3
（

。

「
說
文
饗
字
解
」
か
ら
始
め
た
本
稿
の
一
連
の
考
察
は
、「
饗
」
と
い
う
字
の

『
說
文
解
字
』
に
お
け
る
用
例
の
分
析
に
始
ま
り
、
鄕
飮
酒
禮
、
養
老
の
禮
、
そ

し
て
孝
悌
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
文
字
の
探

究
が
孝
悌
と
い
う
衟
德
觀
念
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
段
玉
裁
に
と
っ
て
文

字
の
探
究
は
、「
天
下
の
治
亂
に
參
加
し
て
い
る
行
爲
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
木

下
鐵
矢
や
、
段
玉
裁
に
は
「
人
閒
の
言
語
は
、
人
閒
世
界
に
秩
序
を
も
た
ら
し
、
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調
和
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
そ
あ
る
も
の
と
の
篤
信
」
が
あ
っ
た
と
論
じ
る
近
藤

光
男
の
議
論
の
、
具
體
的
な
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
點
に

つ
い
て
、
最
後
に
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
「
饗
」
と
い
う
字
に
關
す
る
議
論
が
、
鄕
飮
酒
禮
と
い
う
特
定
の
儀

禮
の
議
論
に
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
更
に
社
會
秩
序
の
根
幹
と
な
る
衟
德
觀
念
の
强

調
に
繫
が
る
と
い
う
、
段
玉
裁
の
論
理
を
考
察
し
た
。
以
下
改
め
て
全
體
の
ま
と

め
を
示
す
。

ま
ず
議
論
の
出
發
點
と
し
た
の
が
、
第
一
節
で
扱
っ
た
木
下
鐵
矢
と
近
藤
光
男

の
論
文
で
あ
る
。
段
玉
裁
が
文
字
の
探
究
を
通
し
て
、
天
下
や
人
閒
世
界
の
秩
序

に
關
與
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
た
。
第
二
節
で
は
主
な
考
察

對
象
と
な
る
テ
ク
ス
ト
の
性
質
や
背
景
を
說
朙
し
、
第
三
節
と
第
四
節
で
は
、
そ

の
テ
ク
ス
ト
の
內
容
を
考
察
し
た
。
段
玉
裁
は
そ
こ
で
、「
饗
」
と
い
う
字
は
鄕

飮
酒
禮
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
蒼
頡
が
作
っ
た
、
と
い
う
判
斷
に
基
づ
い
た
上

で
、『
說
文
解
字
』
の
「
廱
」「
泮
」「
侯
」
の
許
愼
の
說
解
に
見
え
る
「
饗
」
は
、

い
ず
れ
も
鄕
飮
酒
禮
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
第
五

節
で
は
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
記
述
も
參
考
に
し
な
が
ら
、「
廱
」
と
「
泮
」
に
更

に
㊟
目
し
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
は
、
鄕
飮
酒
禮
は
天
子
や
諸
侯
の
敎

育
機
關
で
あ
る
「
辟
廱
」
や
「
泮
宮
」
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
天
子
や
諸
侯
が
、
老
人
を
養
う
た
め
に
行
う
儀
禮
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
で

あ
る
。
第
六
節
で
は
、
段
玉
裁
が
天
子
や
諸
侯
も
鄕
飮
酒
禮
を
行
っ
て
い
た
と
主

張
す
る
理
由
、
そ
し
て
鄕
飮
酒
禮
を
特
段
に
重
視
す
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、
鄕
飮
酒
禮
は
老
人
を
養
う
こ
と
を
通
し
て
、
孝
悌

の
義
を
敎
化
す
る
儀
禮
で
あ
る
こ
と
、
及
び
そ
の
儀
禮
が
、
あ
ら
ゆ
る
敎
育
機
關

に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
閒
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

「
饗
」
と
い
う
字
の
意
味
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
そ
の
本
義
で
あ
る
鄕
飮
酒
禮

を
强
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
饗
」
の
意
味
を
見
失
う
こ
と
は
、
鄕
飮
酒
禮
の
精

神
を
見
失
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
そ
の
關
係
は
「
饗
」
と
鄕
飮
酒
禮
の
二
項

閒
の
關
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
養
老
と
、
そ
の
先
に
あ
る
孝
悌
の
敎
化
に
も
繫
が
る

も
の
で
あ
る
。『
說
文
解
字
』
の
「
廱
」
や
「
泮
」
の
說
解
に
登
場
す
る
「
饗
」

を
も
考
察
し
た
段
玉
裁
は
、
天
子
や
諸
侯
と
い
う
立
場
の
人
閒
も
「
饗
」
の
議
論

に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
閒
が
「
饗
」、
す
な
わ

ち
鄕
飮
酒
禮
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

議
論
で
あ
る
。
或
い
は
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
得
た
知
見
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
人
閒
が
鄕
飮
酒
禮
を
行
う
べ
き
と
い
う
發
想
が
彼
の
中

に
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
確
か
な
の
は
、
段
玉
裁
の
論
理
に
お
い
て
は
、
文
字
の
探
究
が

常
に
議
論
を
展
開
す
る
上
で
の
重
要
な
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿

で
扱
っ
た
一
連
の
議
論
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
字
が
出
發
點
と
な
り
、
中
心
と
な

り
な
が
ら
、
特
定
の
儀
禮
と
、
そ
れ
を
行
う
人
閒
が
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
は
孝
悌
の

敎
化
と
い
う
、
社
會
の
秩
序
を
保
つ
た
め
の
重
要
な
衟
德
觀
念
を
志
向
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
正
に
木
下
や
近
藤
が
『
說
文
解
字
㊟
』
に
見
出
し
た
よ
う
な
、
文
字

の
探
究
が
社
會
秩
序
に
結
び
つ
く
と
い
う
、
段
玉
裁
の
感
覺
が
表
出
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

㊟
（
１
）　

段
玉
裁
と
顧
千
里
の
禮
學
論
爭
に
つ
い
て
は
、
高
步
瀛
「
段
懋
堂
顧
千
里
論
學
制

書
平
議
」（『
師
大
⺼
刊
』
三
十
二
周
年
紀
念
專
號
、
一
九
三
四
年
）、
若
松
信
爾
「
段



文
字
探
究
か
ら
社
會
秩
序
へ

一
〇
三

玉
裁
と
顧
千
里
の
論
爭
に
關
す
る
一
考
察
：
顧
千
里
の
書

を
中
心
に
し
て
」（『
東

洋
文
化
』
無
窮
會
、
復
刊
第
一
〇
六
號
、
二
〇
一
一
年
）、
華
喆
「
段
玉
裁
、
顧
千

里
「
西
郊
」、「
四
郊
」
之
爭
再
硏
究
」（『
文
史
』
二
〇
一
八
年
第
四
輯
）
が
主
な
先

行
硏
究
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
も
「
老
い
た
人
閒
は
何
處
へ
：
段
玉
裁
「
四
郊
小

學
」
說
を
讀
む
」（『
中
國
哲
學
硏
究
』
第
三
一
號
、
二
〇
二
一
年
）
で
こ
の
論
爭
を

論
じ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
こ
で
得
た
問
題
意
識
が
元
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）　

楊
寬
「『
鄕
飮
酒
禮
』
與
『
饗
禮
』
新
探
」（『
古
史
新
探
』
中
華
書
局
、
一
九
六

五
年
）
や
、
姚
偉
鈞
「
鄕
飮
酒
禮
探
微
」（『
中
國
傳
統
飮
⻝
禮
俗
硏
究
』
華
中
師
範

大
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
で
は
、
鄕
飮
酒
禮
を
論
じ
る
際
、
段
玉
裁
の
テ
ク
ス

ト
に
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）　

以
下
の
行
論
で
は
朙
記
し
な
い
が
、
段
玉
裁
を
讀
む
上
で
、
次
の
著
作
か
ら
も
敎

示
を
受
け
て
い
る
。
福
田
襄
之
介
『
中
國
字
書
史
の
硏
究
』（
朙
治
書
院
、
一
九
七

八
年
）。
賴
惟
勤
監
修
『
說
文
入
門
：
段
玉
裁
の
「
說
文
解
字
㊟
」
を
讀
む
た
め
に
』

（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
三
年
）。
阿
辻
哲
次
『
漢
字
學
：『
說
文
解
字
』
の
世
界
』

（
東
海
大
學
出
版
會
、
初
版
一
九
八
五
年
、
新
裝
版
二
〇
一
三
年
）。

（
４
）　

木
下
鐵
矢
「
段
玉
裁
を
め
ぐ
っ
て

―
そ
の
言
語
觀
を
中
心
に

―
」（
同
『
淸

代
學
術
と
言
語
學
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
。
初
出
は
『
岡
山
大
學
文
學
部
紀

要
』
第
六
卷
、
一
九
八
五
年
）。

（
５
）　

同
右
、
一
五
六
〜
一
五
七
頁
。

（
６
）　

上
文
云
「
論
難
曰
語
」。
又
云
「
語
，
論
也
」。
是
「
論
」「
議
」「
語
」
三
字
爲
與

人
言
之
稱
。
按
許
說
未
盡
。「
議
」
者
，「
誼
」
也
。「
誼
」
者
，
人
所
宜
也
。
言
得

其
宜
之
謂
「
議
」。
至
於
『
詩
』
言
「
出
入
風
議
」，『
孟
子
』
言
「
處
士
橫
議
」，
而

天
下
亂
矣
（『
說
文
解
字
㊟
』
第
三
篇
上
、
嘉
慶
二
十
年
經
韵
樓
刊
本
、
一
二
丁
オ
）。

（
７
）　

木
下
歬
揭
書
、
一
六
六
頁
。

（
８
）　

近
藤
光
男
「
段
玉
裁
の
學
問
」（『
淸
朝
考
證
學
の
硏
究
』
硏
文
出
版
、
一
九
八
七

年
。
初
出
は
『
お
茶
の
水
女
子
大
學
中
國
文
學
會
會
報
』
創
刊
號
、
一
九
八
二
年
）。

（
９
）　

同
右
、
三
六
五
頁
。

（
10
）　

同
右
、
三
六
七
〜
三
六
八
頁
。

（
11
）　

彼
の
學
問
が
、
そ
の
動
機
で
は
な
く
表
れ
と
し
て
、
經
書
を
讀
む
こ
と
と
は
離
れ

た
、
一
つ
の
技
藝
と
し
て
捉
え
ら
れ
得
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
點
に
つ

い
て
は
、
吉
田
純
「
戴
段
二
王
の
經
學
」（
吉
田
歬
揭
書
所
收
）
を
參
照
。

（
12
）　

近
㊒
莽
人
於
饗
字
，
絕
不
知
其
本
義
以
及
引
伸
、
叚
借
之
義
（「
亯
饗
二
字
釋
例
」、

『
經
韵
樓
集
』
卷
一
一
、
衟
光
元
年
七
葉
衍
祥
堂
刊
本
、
二
四
丁
ウ
）。

（
13
）　

顧
千
里
の
テ
ク
ス
ト
は
、
彼
自
身
の
文
集
で
あ
る
『
思
㊜
齋
集
補
遺
』
卷
上
に
も

收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

小
南
一
郞
「
飮
酒
禮
と
祼
禮
」（
同
編
『
中
國
の
禮
制
と
禮
學
』
朋
友
書
店
、
二

〇
〇
一
年
）。
遠
藤
祐
子
「
漢
代
に
お
け
る
地
方
官
學
の
政
治
的
機
能
」（『
立
命
館

史
學
』
十
四
號
、
一
九
九
三
年
）。
山
口
智
哉
「
宋
代
鄕
飮
酒
禮
考
：
儀
禮
空
閒
と

し
て
み
た
人
的
結
合
の
〈
場
〉」（『
史
學
硏
究
』
二
四
一
號
、
二
〇
〇
三
年
）。
游
自

勈
「
漢
唐
時
朞
『
鄕
飮
酒
』
禮
制
化
考
論
」（『
漢
學
硏
究
』
第
二
二
卷
第
二
朞
、
二

〇
〇
四
年
）。
邱
仲
麟
「
敬
老
㊜
所
以
賤
老
―
朙
代
鄕
飮
酒
禮
的
變
遷
及
其
與
地
方

社
會
的
互
動
」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
第
七
十
六
本
第
一
分
、
二

〇
〇
五
年
）。
申
萬
里
「
宋
元
鄕
飮
酒
禮
考
」（『
史
學
⺼
刊
』
二
〇
〇
五
年
第
二
朞
）。

高
朙
士
「
論
隋
唐
學
禮
中
的
鄕
飮
酒
禮
」（『
玄
奘
人
文
學
報
』
第
六
朞
、
二
〇
〇
六

年
）。
劉
亞
中
、
季
康
⺼
「「
鄕
飮
酒
禮
」
在
朙
淸
的
變
化
」（『
孔
子
硏
究
』
二
〇
〇

九
年
第
五
朞
）。
王
美
華
「
唐
宋
時
朞
鄕
飮
酒
禮
演
變
探
析
」（『
中
國
史
硏
究
』
二

〇
一
一
年
第
二
朞
）。
趙
永
翔
「
淸
代
鄕
飮
酒
禮
的
社
會
軌
迹
」（『
寧
波
大
學
學
報

（
人
文
科
學
版
）』、
第
二
五
卷
第
二
朞
、
二
〇
一
二
年
）。

（
15
）　
「
饗
」
篆
下
曰
「
鄕
人
飮
酒
也
。
从
鄕
、
⻝
，
會
意
。
鄕
亦
聲
」。
此
義
見
經
絕
少
，

惟
毛
公
豳
傳
言
之
，
惟
許
氏
述
之
。
於
形
求
義
，
固
此
篆
之
本
義
。
鄕
飮
酒
禮
之
重
，

所
從
來
之
遠
，
倉
頡
特
創
此
篆
之
恉
，
非
毛
公
、
許
氏
，
孰
傳
之
而
孰
信
之
哉
。

此
一
字
，
知
許
氏
之
功
大
矣
（「
說
文
饗
字
解
」、『
經
韵
樓
集
』、
卷
一
一
、
二
五
丁



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
〇
四

オ
〜
二
五
丁
ウ
）。

（
16
）　

朋
酒
斯
饗
，
曰
殺
羔
羊
。
躋
彼
公
堂
，
稱
彼
兕
觥
，
萬
壽
無
疆
。

（
17
）　

饗
者
，
鄕
人
飮
酒
也
。
其
牲
鄕
人
以
狗
，
大
夫
加
以
羔
羊
。

（
18
）　

阮
元
（
一
七
六
四
〜
一
八
四
九
）
の
『
毛
詩
㊟
疏
』
校
勘
記
で
は
、「
饗
者
」
の

下
に
「
鄕
人
飮
酒
也
」
を
補
う
べ
き
と
す
る
盧
文
弨
（
一
七
一
七
〜
一
七
九
六
）
と

段
玉
裁
の
說
を
示
す
。
孔
穎
逹
の
『
正
義
』
を
讀
め
ば
、
文
言
を
補
う
べ
き
こ
と
は

朙
ら
か
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
例
え
ば
『
正
義
』
に
見
え
る
「
饗
禮
は
、
鄕
人
飮

酒
で
あ
り
、
犬
を
供
物
と
す
る
（
饗
禮
者
鄕
人
飮
酒
以
狗
爲
牲
）」
や
「
鄕
人
飮
酒

を
饗
と
言
う
は
（
鄕
人
飮
酒
而
謂
之
饗
者
）」
等
が
こ
れ
に
該
當
す
る
。『
毛
傳
』
を

解
釋
す
る
『
正
義
』
に
「
鄕
人
飮
酒
」
が
出
る
の
だ
か
ら
、『
毛
傳
』
に
も
同
樣
の

も
の
が
な
け
れ
ば
通
じ
な
い
、
と
い
う
判
斷
で
あ
る
。
ま
た
、
段
玉
裁
は
『
毛
詩
故

訓
傳
定
本
小
箋
』
で
「
饗
者
」
の
下
に
「
鄕
人
飮
酒
也
其
牲
」（
嘉
慶
二
十
一
年
七

葉
衍
祥
堂
刊
本
、
卷
一
五
、
三
丁
ウ
）、「
亯
饗
二
字
釋
例
」
で
「
鄕
人
」
の
下
に

「
飮
酒
也
其
牲
鄕
人
」（『
經
韵
樓
集
』
卷
一
一
、
二
二
丁
オ
）
の
七
字
を
補
う
こ
と

を
主
張
す
る
。『
說
文
解
字
㊟
』、「
說
文
饗
字
解
」、「
鄕
飮
酒
禮
與
養
老
之
禮
名
實

異
同
考
」
等
で
こ
の
『
毛
傳
』
を
引
用
す
る
際
も
、
や
や
表
記
は
異
な
る
が
、「
鄕

人
飮
酒
也
」
や
「
其
牲
」
を
補
う
方
向
で
示
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
段
玉

裁
が
補
う
べ
き
と
す
る
七
字
を
補
っ
て
表
記
し
た
。

（
19
）　

七
⺼
，
陳
王
業
也
。
周
公
遭
變
，
故
陳
后
稷
先
公
風
化
所
由
，
致
王
業
之
艱
難
也
。

（
20
）　

㊟
（
18
）
で
言
及
し
た
『
正
義
』
で
は
、『
儀
禮
』
鄕
飮
酒
禮
篇
の
經
㊟
等
を
引

用
し
、「
鄕
人
飮
酒
」
を
「
鄕
飮
酒
禮
」
の
議
論
に
結
び
つ
け
る
。

（
21
）　

全
書
說
解
中
用
「
饗
」
者
，
衹
㊒
三
。「
廱
」
下
曰
「
天
子
饗
飮
辟
廱
」
也
。

「
泮
」
下
曰
「
諸
侯
饗
射
泮
宮
也
」。「
矦
」
下
曰
「
春
饗
所
射
矦
也
」。
此
三
「
饗
」

爲
本
義
歟
。
抑
非
本
義
歟
。
曰
「
饗
」
㊒
叚
借
之
用
，
㊒
引
伸
之
用
（「
說
文
饗
字

解
」、『
經
韵
樓
集
』
卷
一
一
、
二
五
丁
ウ
）。

譯
文
で
は
「
春
饗
所
射
矦
也
」
の
「
矦
」
に
「（
ま
と
）」
と
補
足
を
加
え
た
。
尾
崎

雄
二
郞
歬
揭
書
、
四
〇
六
頁
を
參
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　

叚
借
之
用
，
如
『
禮
記
』
祭
亯
字
皆
作
「
饗
」
是
也
。
許
「
亯
」
下
曰
「
獻
也
」，

引
『
孝
經
』「
祭
則
鬼
亯
之
」。「
禋
」
下
曰
「
精
意
以
亯
」，
是
祭
祀
必
作
「
亯
」，

不
作
「
饗
」
可
知
也
（
同
右
）。

（
23
）　

引
伸
之
用
，
如
『
毛
詩
』、『
三
禮
』
大
飮
賓
之
「
饗
燕
」
字
，
鬼
神
來
⻝
之
「
歆

饗
」
字
，
皆
是
也
。
飮
賓
、
祭
祀
，
皆
不
於
大
學
，
則
辟
廱
泮
宮
之
「
饗
」，
非
飮
賓
、

神
格
可
知
也
。
然
則
此
三
「
饗
」，
其
爲
鄕
飮
酒
之
本
義
可
知
矣
。「
辟
廱
饗
飮
」
者
，

天
子
行
鄕
飮
酒
之
禮
也
。「
泮
宮
饗
射
」
者
，
諸
矦
行
鄕
飮
酒
之
禮
也
（
同
右
、
二

五
丁
ウ
〜
二
六
丁
オ
）。

（
24
）　
「
饗
飮
」，
謂
鄕
飮
酒
也
。
⻝
部
曰
「
饗
者
，
鄕
人
飮
酒
也
」。
辟
廱
者
，
天
子

之
學
也
，
在
郊
。『
禮
記
』
文
王
世
子
曰
「
凢
大
合
樂
，
必
遂
養
老
」。「
天
子
視
學
，

設
三
老
五
更
羣
老
之
席
位
焉
」。
㊟
云
「
以
鄕
飮
酒
禮
言
之
，
席
位
之
處
，
則
三
老

如
賓
，
五
更
如
介
，
羣
老
如
衆
賓
，
必
也
」。
又
云
「
遂
養
老
者
，
用
大
合
樂
之
朙

日
也
。
鄕
飮
酒
、
鄕
射
之
禮
朙
日
乃
息
司
正
，
徵
唯
所
欲
，
以
吿
於
先
生
君
子
可
也
。

是
養
老
之
象
類
」。
是
則
天
子
養
老
之
禮
，

鄕
飮
酒
之
禮
（『
說
文
解
字
㊟
』
第
九

篇
下
、
一
一
丁
オ
〜
一
一
丁
ウ
）。

（
25
）　

鄭
玄
の
文
言
は
、『
儀
禮
』
鄕
飮
酒
禮
篇
の
次
の
條
文
の
、
傍
線
部
を
組
み
合
わ

せ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。「
朙
日
，
賓
服
鄕
服
以
拜
賜
，
主
人
如
賓
服
以
拜
辱
。

主
人
釋
服
，
乃
息
司
正
。
無
介
，
不
殺
，
薦
脯
醢
，
羞
唯
所
㊒
。
徵
唯
所
欲
，
以
吿

於
先
生
君
子
可
也
」。『
禮
記
』
文
王
世
子
篇
の
「
凢
大
合
樂
，
必
遂
養
老
」
へ
の
孔

穎
逹
の
『
正
義
』
に
、
段
玉
裁
が
引
用
す
る
文
言
と
同
じ
も
の
が
見
え
る
。
な
お
、

本
文
中
で
の
鄭
玄
㊟
の
譯
文
は
、
池
田
末
利
譯
㊟
『
儀
禮
Ⅰ
』（
東
海
大
學
出
版
會
、

一
九
七
三
年
、
三
二
五
〜
三
二
八
頁
）
に
據
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
26
）　

水
部
泮
下
曰
「
諸
侯
鄕
射
之
宮
」。「
鄕
」
謂
鄕
飮
酒
，「
射
」
謂
鄕
射
。「
魯
頌
・

泮
宮
」
箋
云
「
在
泮
飮
酒
者
，
徵
先
生
君
子
，
與
之
行
飮
酒
之
禮
，
而
因
以
謀
事
也
。

永
錫
難
老
者
，
長
賜
之
冣
壽
考
，
如
王
制
所
云
『
八
十
⺼
吿
存
，
九
十
日
㊒
秩
』
也
」。



文
字
探
究
か
ら
社
會
秩
序
へ

一
〇
五

（
30
）　

此
諸
矦
養
老

鄕
飮
酒
之
證
也
（
同
右
、
二
六
丁
ウ
）。

（
31
）　

黃
丕
烈
と
の
交
流
は
、
劉
盼
遂
『
段
玉
裁
先
生
年
譜
』
に
基
づ
け
ば
、
乾
隆
五

十
七
年
（
一
七
九
二
）
に
蘇
州
に
移
住
し
た
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
內
藤
湖
南

の
「
藏
書
家
の
話
」（『
內
藤
湖
南
全
集
』
第
十
二
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）

で
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
當
代
隨
一
の
藏
書
家
で
あ
り
讀
書
家
で
あ
っ
た
。

ま
た
顧
千
里
と
も
交
流
が
あ
り
、
黃
丕
烈
の
藏
書
と
顧
千
里
の
校
勘
は
共
生
關
係
に

あ
っ
た
。
し
か
し
あ
る
時
朞
を
境
に
兩
者
の
關
係
は
不
和
に
至
っ
て
い
る
。
詳
し
く

は
李
慶
『
顧
千
里
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
の
一
三
二
〜
一
三

四
頁
を
參
照
。

（
32
）　

言
庠
、
序
、
學
、
校
，
皆
所
以
朙
人
論
，
言
庠
序
之
敎
，
必
申
之
以
孝
弟
之
義
。

何
以
朙
人
論
。
何
以
申
孝
弟
。
曰
鄕
飮
酒
、
鄕
射
而
已
矣
。
鄕
射
必
先
行
鄕
飮
。
鄕

飮
所
以
養
老
，
所
以
敬
長
也
，
所
以
尊
賢
也
。
惟
鄕
遂
之
賓
興
、
鄕
大
夫
士
飮
國
中

賢
者
主
尊
賢
，
其
他
行
諸
鄕
焉
，
行
諸
州
黨
焉
，
行
諸
遂
焉
，
行
諸
邠
之
公
堂
焉
，

行
諸
郊
學
虞
庠
焉
，
行
諸
大
學
焉
，
行
諸
三
公
九
卿
大
夫
元
士
入
大
學
焉
，
行
諸
天

子
親
視
大
學
焉
，
行
諸
天
子
親
㊜
虞
庠
焉
，
行
諸
諸
矦
泮
宮
焉
，
行
諸
天
子
辟
廱
焉
，

皆
主
養
老
敬
長
，
而
尊
賢
之
意
在
其
閒
，
禮
綦
重
矣
（「
與
黃
紹
武
書
」、『
經
韵
樓

集
』
卷
一
二
、
二
五
丁
オ
〜
二
五
丁
ウ
）。

（
33
）　

本
書

が
樣
々
な
場
所
で
鄕
飮
酒
禮
を
行
う
べ
き
と
說
く
背
景
に
は
、
鄕
飮
酒
禮

は
「
鄕
學
」
や
「
遂
學
」
な
ど
の
、
特
定
の
場
所
で
の
み
行
わ
れ
る
と
い
う
顧
千
里

の
主
張
が
あ
る
。
こ
の
點
も
含
め
論
爭
の
詳
し
い
內
容
は
、
㊟
（
１
）
に
列
擧
し
た

論
文
に
詳
し
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
令
和
三
年
十
⺼
十
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
實
施
さ
れ
た
、「
日

本
中
國
學
會
・
第
七
十
三
回
大
會
」
の
口
頭
發
表
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も

の
で
あ
る
。
㊒
益
な
る
御
意
見
を
賜
っ
た
各
位
に
對
し
、
改
め
て
謝
意
を
表
す

る
。
ま
た
本
稿
は
、JSPS

科
硏
費20J12331

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

是
則
天
子
諸
侯
養
老
，
皆
用
鄕
飮
酒
禮
（『
說
文
解
字
㊟
』
第
九
篇
下
、
一
一
丁
ウ
）。

一
行
目
の
「
諸
侯
鄕
射
之
宮
」
の
「
鄕
」
に
關
し
て
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
「
泮
」

で
は
「
大
徐
本
は
鄕
と
す
る
が
、
小
徐
本
に
從
っ
た
。
饗
は
鄕
飮
酒
の
こ
と
で
あ
る

（
饗
，
大
徐
作
鄕
，
今
依
小
徐
。
饗
者
謂
鄕
飮
酒
也
）」
と
述
べ
、
說
解
の
「
鄕
」
を

「
饗
」
に
改
め
る
（『
說
文
解
字
㊟
』
第
一
一
篇
上
二
、
四
二
丁
オ
）。
ま
た
「
說
文

饗
字
解
」
等
で
は
、『
說
文
解
字
』
の
說
解
に
登
場
す
る
三
つ
の
「
饗
」
を
問
題
と
し
、

「
泮
」
の
說
解
に
言
及
す
る
際
は
「
饗
」
と
表
記
す
る
。「「
鄕
」
謂
鄕
飮
酒
」
と
倂
せ
、

「
鄕
」
を
「
饗
」
に
改
め
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
原
文
の
改
變
は
、

曲
解
の
恐
れ
な
し
と
も
言
え
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
鄕
」
の
ま
ま
表
記
し
た
。

（
27
）　

思
樂
泮
水
，
薄
采
其
茆
。
魯
侯
戾
止
，
在
泮
飮
酒
。
既
飮
旨
酒
，
永
錫
難
老
。
順

彼
長
衟
，
屈
此
群
醜
。

（
28
）　

原
文
は
、「
天
子
命
之
敎
，
然
後
爲
學
。
小
學
在
公
宮
南
之
左
。
大
學
在
郊
，
天

子
曰
辟
癰
，
諸
侯
曰
頖
宮
」。
段
玉
裁
は
、「
頖
宮
」
を
「
泮
宮
」
と
す
る
。「
泮
水
」

の
詩
の
『
釋
文
』
に
、「
頖
宮
、
判
の
音
、
本
は
多
く
泮
に
作
る
（
頖
宮
，
音
判
，

本
多
作
泮
）」
と
あ
り
、『
說
文
解
字
㊟
』
の
「
泮
」
に
「
許
愼
の
著
作
に
「
頖
」
字

は
な
い
。
禮
を
論
じ
る
者
が
「
頖
」
字
を
作
っ
た
た
め
、
許
愼
は
こ
れ
を
採
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
（
許
書
無
頖
字
。
蓋
禮
家
製
頖
字
，
許
不
取
也
）」
と
あ
る
（『
說
文

解
字
㊟
』
第
一
一
篇
上
二
、
四
二
丁
オ
）。
ま
た
段
玉
裁
は
「
辟
廱
」
を
天
子
の
大

學
と
す
る
が
、「
辟
廱
」
自
體
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、「
朙

堂
」
と
の
關
係
で
複
雜
な
議
論
が
あ
る
。
張
一
兵
『
朙
堂
制
度
硏
究
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
五
年
）
六
二
〜
一
一
一
頁
を
參
照
。
ま
た
「
朙
堂
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
及

び
同
『
朙
堂
制
度
源
流
考
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
南
澤
良
彥
『
中
國
朙

堂
思
想
硏
究

―
王
朝
を
さ
さ
え
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

を
參
照
。

（
29
）　

此
天
子
養
老

鄕
飮
酒
之
證
也
（「
說
文
饗
字
解
」、『
經
韵
樓
集
』
卷
一
一
、
二

六
丁
オ
）。




